
（単位：百万円）

差 額
（決算－予算）

収入
　運営費交付金 10,576 10,549 △ 27 (注１)
　施設整備費補助金 89 226 137 (注２）
　船舶建造費補助金 0 0 0
　施設整備資金貸付償還時補助金 0 0 0
　補助金等収入 303 299 △ 4
　大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 47 31 △ 16 (注３）
　自己収入 23,319 23,829 510

授業料、入学金及び検定料収入 4,175 4,195 20 (注４）
附属病院収入 18,909 19,369 460 (注５）
財産処分収入 0 0 0
雑収入 235 265 30 (注６）

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,500 3,156 1,656 (注７）
　引当金取崩 117 110 △ 7
　長期借入金収入 363 345 △ 18 (注８）
　貸付回収金 0 0 0
　目的積立金取崩 0 117 117 (注９）

36,314 38,662 2,348
支出
　業務費 32,306 32,445 139

教育研究経費 14,631 14,627 △ 4
診療経費 17,675 17,818 143 (注１０）

　施設整備費 499 602 103 (注１１）
　船舶建造費 0 0 0
　補助金等 303 299 △ 4
　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,500 2,356 856 (注１２）
　貸付金 0 0 0
　長期借入金償還金 1,706 1,681 △ 25 (注１３）
　大学改革支援・学位授与機構施設費納付金 0 0 0

36,314 37,383 1,069
0 1,279 1,279

○予算と決算の差異について

（注１３） 　長期借入金償還金については，利率の見直しにより，予算額に比して決算額が２５百万円減額となっています。

増額となっています。

（注１１） 　施設整備費については，（注２）に示した理由により，予算額に比して決算額が１０３百万円増額となっています。

（注１２） 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については，（注７）に示した理由により，予算額に比して決算額が８５６百万円増額と

なっています。

（注１０） 業務費（診療経費）については，医療機器の更新・整備，退職・賞与引当金の繰入により，予算額に比して決算額が１４３百万円

となっています。

（注 ６ ） 　 雑収入については，財産貸付料収入の増等により，予算額に比して決算額が３０百万円増額となっています。

（注 ７ ） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については，受託研究等の獲得に努めたことにより，予算額に比して決算額が１,６５６百万円

増額となっています。

（注 ８ ） 長期借入金収入については，医療機械整備費の価格が抑えられたことに伴う借入額の減少により，予算額に比して決算額が

１８百万円減額となっています。

（注 ９ ） 　前中期目標期間繰越積立金取崩により，予算額に比して決算額が１１７百万円増額となっています。

（注 ４ ） 授業料，入学金及び検定料収入については，休退学者・除籍者が見込みより減少したたことにより，予算額に比して決算額が

２０百万円増額となっています。

（注 ５ ） 附属病院収入については，入院料の上位項目算定等による診療報酬請求額の増により，予算額に比して決算額が４６０百万円増額

減額となっています。

計

計
収入－支出

（注 １ ） 運営費交付金については，当初見込んでいた年俸制促進費の減により，予算額に比して決算額が２７百万円減額

となっています。

（注 ２ ） 施設整備費補助金については，予算段階では予定していなかった補助金を獲得したため，予算額に比して決算額が１３７百万円

増額となっています。

（注 ３ ） 大学改革支援・学位授与機構施設費交付金については，予算措置額が減額されたことにより，予算額に比して決算額が１６百万円
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